


活動内容

イベント
障害者や高齢者、子ども達などが楽しく
参加できるイベントを開催し、人々が街へ
出かけるきっかけをつくります。ここでの出
会いと交流の中から、「人にやさしいまち」
づくりのネットワークを広げていきます。

触る地図の作成と活用
触る地図とは、視覚障害者が触ってわか
る地図（触知図）のことです。カラー印刷
の地図の上に透明な樹脂で凹凸をつけ
る等の方法で、健常者や車いす使用者
など多くの人が共に使える「共用マップ」
としているのが特徴です。

福祉教育・こころのバリアフリー
「人にやさしいまち」の実現のためには、
困っている人に声をかけ手助けのでき
る人を育てることが重要です。学校、地
域、商店街などあらゆる場に「こころのバ
リアフリー」を 広 げ て い きま す。

障害者の新たな活動の場と機会づくり
当倶楽部では、障害当事者が主体的に
活動に関わる場・機会をできるだけ増
やし、さらに障害者の自立に向けて、障
害者の活動をビジネスとしていく可能
性についても模索していきます。
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会員のお誘い
会の趣旨に賛同される会員を募集しています。
会員種別をご選択いただき、必要事項のご記入をお願いします。

上記必要事項をご記入のうえ、裏面の連絡先まで、FAXまたは E
メール でお送りください。
お手数ですが、会費は下記の口座にお振り込みください。申し訳あ
りませんが、振込手数料はご負担をお願いします。

横浜銀行　県庁支店　普通預金　６００７３５４
特定非営利活動法人　横濱ジェントルタウン倶楽部

役 員 

会 員  

【理事長】
松村道生
【副理事長】
服部一弘、山口和昭、櫻井淳
【理事】
加藤昇一、鈴木伸治、西岡直子、中
村徹、和久井真糸、秋山修一、桜井
悦子（事務局長）
【監事】
室津滋樹、石川永子
【顧問】
伊勢佐木町１・２丁地区商店街振興
組合、馬車道商店街協同組合、横浜
中央地下街商店会、関内まちづくり
振興会、中区障害者団体連絡会、Ｎ
ＰＯ法人横浜シティガイド協会、認
定ＮＰＯ法人横浜移動サービス協
議会
【参与】
石渡和実、西尾敦史

○正会員 
個人（年会費１口 3,000 円）
障害者団体及びボランティア団体
（年会費１口 5,000 円）
法人団体（年会費１口 30,000 円）

○賛助会員
個人（年会費１口 1,000 円）
団体（年会費１口 10,000 円）

・いずれも１口以上（入会金なし）
・正会員は総会の議決権をもちます。
・正会員・賛助会員ともに、横濱ジェ
ントルタウン倶楽部が作成する触
知図や印刷物等の無料送付、活動
内容に関する情報提供をさせてい
ただきます。

会員種別 年会費／１口 お申し込み口数 合計金額

個人会員

団体会員

住所

連絡先

領収書

□個人

□障害者団体
ボランティア団体

□法人団体

□個人

□団体

 3,000円 × 口

 5,000円 × 口

 30,000円 × 口

 1,000円 × 口

 10,000円 × 口

円

円

円

円

円

正会員

賛助会員

お名前

所属

団体名

担当者名

〒

TEL

FAX

E-MAIL

□領収書の送付を希望　　　□領収書は不要
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